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症例報告
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Abstract. Ventricular septal defect was observed in a sheep that died suddenly at the age of 119 

days. The autopsy revealed hydrothorax, hydroperitoneum and congestion of the viscera. The atria, 

ventricles and pulmonary trunk were dilated, and a large defect was located in the trabecular 

septum.
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心奇形の発生率 は ヒ トでは全 出生児の0.6

%1),ま たは0.8%2)と いわれ,家 畜ではウシ胎子

の0.7%3)と ブタ胎 子の0.2%4)に 心奇形 が認 め

られている。ヒツジの心奇形に関する報告は乏

しく,著 者 らが入手 し得た文献上に71例 の報告

がなされているのみである。今回,1例 の ヒツジ

を剖検 し,心 室中隔欠損(VSD)を 認めたので,

ヒツジにおける心奇形の追加例 として報告する。

症 例

症例 は運動場で疾走中に突然転倒 し,そ のま

ま死亡 した日本コ リデール種,オ ス,119日 齢の

ヒツジである。本例は宮崎大学農学部付属牧場

で生産 されたもので,約30頭 のヒツジと共に群

飼されてお り,生 前の詳細は不明であるが,明

かな異常は記録 されていなかった。

剖検所見

剖検時,症 例 は体格小で削痩 し,体 重は18kg

であった。

皮下水腫は認められなかったが,透 明な淡黄

色の胸水が少量 と同様の腹水が多量貯留してい

た。大網,小 網,腸 間膜,膵 臓お よび腎洞は水

腫を,ま た小腸 はうっ血を示 していた。肝臓 は

腫脹 して硬 く,小 葉中心性のうっ血が顕微鏡的

に認め られた。肺は左右 とも前半部が肉眼的に

は赤褐色の無気肺で,顕 微鏡的にはうっ血 と小

葉性の無気肺を示 し(Fig.1),肺 動脈枝の異常

や肺水腫は認められなかった。

心臓 は全体的に大 きく,左 右の心房 と心室お

よび肺動脈幹の拡張が明瞭であった。大静脈 と

冠状静脈洞は右心房に流入 し,右 心房 は拡張 し

ていたが,右 心房?と 心内膜の肥厚はみられな

かった。卵円孔は長径15mmの 上下 に長い卵 円

形の孔 として開存 していたが,心 房中隔の二次

中隔の後方は一次中隔で完全に覆われていた。

右房室弁に異常は認められなかった。右心室 は
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Fig. 1 Microscopic feature of the lung showing 

congestion and lobular atelectasis,•~32.

拡張していたが,壁 の肥厚や噴流傷害は存在 し

なかった。心室 中隔筋柱部 の下部 に長径23mm

の上下に長い卵円形の大きい欠損が存在 してい

た(Fig.2)。 肺動脈弁に異常は認められなかっ

たが,肺 動脈口,肺 動脈幹および左右の肺動脈

は拡張 していた。動脈管は完全に閉鎖 していた。

肺静脈 は左心房 に流入 し,左 心房は拡張 と肥厚,

さらにその背壁 はび漫性の心内膜肥厚を示 して

いた。左房室口は拡張 していたが,二 枚の左房

室弁に異常は認 められなかった。左心室は拡張

し,そ の壁 は薄 く,右 心室壁の厚 さにほぼ等 し

い厚さであった。大動脈弁,大 動脈,冠 状動脈

および心静脈などに異常は認められなかった。

Fig. 2 Gross appearance ul the heart showing a 
large detect in tahecular septum and

 dilatation of the right ventricle and the 

 pulmonary trunk.

考 察

死 亡 子 ヒ ツ ジ の1051例 中2例(0.2%)5),4408

例 中12例(0.3%)6),ま た は4417例 中51例(1.2

%)7)に 心 奇 形 が 認 め られ て い るが,ヒ ツ ジに お

け る 心 奇 形 の報 告 は乏 し く,奇 形 の 種 類 が 明 か

に され た 心 大 血 管 奇 形 は71例 が報 告 さ れ て い る

の み で あ る(Table1)。 そ の う ち42例(59.2%)

はVSDで,ヒ ツ ジ で は そ れ が 圧 倒 的 に 多 い よ う

で あ る。VSDは ヒ ト19,20)やウ シ21,22),ネ コ23)では

心 大 血 管 奇 形 の 中 で 最 も多 く,ブ タ21,24,25)やイ

ヌ26)で は 最 も多 い もの で は な いが,一 般 的 に認

め られ る と いわ れ て い る。

VSDは ヒ トで は 外 科 的 矯 正 時 に 問 題 視 さ れ
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ヒツジの心室 中隔欠 損

Table I Type and number of reported congenital 

cardiac defects in lambs

る房室伝導系 との位置的関係や,大 動脈弁の後

天的な閉鎖不全併発の難易性など,臨 床的見地

から欠損の部位 に基づいて分類 されている27)。

その分類 によれば,今 回の ヒツジのVSDは 筋柱

部欠損 に分類 され るが,ヒ ト27,28)とヒツジ7)の

VSDの 種類 とそれ らの頻度は類似 しているよ

うであった(Table2)。

今回の観察例のような大 きなVSDの 場合,出

生後 の肺血管抵抗の低下 に伴 ってVSDを 介す

る大 きな左右短絡 と右心室の負荷増大が生 じ,

右心不全 を招 くが,肺 血流量の増大が長 く持続

すると肺内小動脈の線維化 によって肺血管抵抗

が上昇 し,VSDを 介す る短絡 は右左短絡 とな

り,Eisenmenger症 候群 に移行する といわれて

いる29)。今回の症例 は肺内小動脈の線維化はみ

られず,胸 ・腹水,内 臓のうっ血 ・水腫などか

ら右心不全があったもの と考えられた。 日本 コ

リデール種 の標準体重 は3カ 月齢 のオスでは

29.3kgで あるが30),本例は剖検時,119日 齢,体

重18kgで 発育不良であった。

要 約

突然死亡 した119日 齢のヒツジでVSDが 認め

られた。剖検で胸水,腹 水および内臓のうっ血

が認 められた。両心房,両 心室および肺動脈幹

は拡張し,心 室中隔の筋柱部に大 きい欠損が存

在 していた。
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